
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
➢ 今回は、【バーの検索】の紹介と活用方法をご紹介します 
➢ そのほか、メルマガ最後には「2017 年度ユーザー会」のご案内も掲載しています。お楽しみに！ 

 

Q：作業バーを一括で編集したいのですが 

 
例えば、カレンダー設定やシンボルなど、複数の作業バー情報をまとめて変更したい、 
といった事はないでしょうか？ 
そんな時は、「バーの検索」を活用してみましょう！ 
参考：http://kouteizu.webi.co.jp/support/pdf/ktz1point_vol25.pdf 

 
 
 
 

「バーの検索」機能とは 

 
様々な条件のもと、作業バーを抽出する機能です。 
[バーの検索]ダイアログに検索条件を入力設定して[検索]ボタンを押下します（下図参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

工程’s メールマガジン 

Vol.63 

◆ 【バーの検索】についてご紹介 

A. 「バーの検索」機能のご紹介！ 

検索・抽出されたバー 
（対象外のバーはグレーアウトします） 
 

http://kouteizu.webi.co.jp/support/pdf/ktz1point_vol25.pdf


「バーの検索」主な検索条件 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
使用例のご紹介 

 
この機能を活用する事で様々な条件のもとに抽出した作業バーへの一括変更が可能です。 
 
◆ 使用例のご紹介 
資源情報へ名称「第一営業部」を条件に検索実行してみます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆Point⇒このとき「Ctrl+A」を押下すると、抽出されたバーを一括選択できます。 
バー検索実行後のバーチャートエリア上で「Ctrl+A キー」を押すと、対象バーだけを選択します。 
 
 
 
 

・進捗度： 
未着手（0％）／作業中（0～99％）／ 
完了（100％）のほか任意の数値（0～100）を
指定して検索することもできます。 
 

※部署ごとに個人名で作業割りを
していた場合を想定しています。 

・資源： 
資源名称／ID を条件に抽出します。 
ある特定の資源がアサインされた作業だけを確認
する際に利用します。 
 

主な検索条件 
 

・グループ・バー情報： 
名称や ID、備考 1～10 の内容で抽出します。 
 

「第一営業部」の作業のみが
抽出されます！ 
 



一括選択している状態でシンボル変更を行うと、「第一営業部」がアサインされたバー群のシンボルだけを変更でき
ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一括変更したい対象バーが、工程表内に散在してしまっている時などにとても便利です！！ 

 
 
 

２０１７年度ウェッブアイ箱根ユーザー会 開催のご案内 
 
来る 2017 年 11月 10日（金）、恒例のウェッブアイユーザー事例発表会が開催されます。 
今回の開催地は、東京の奥座敷として名高い箱根温泉となっております。 
※詳細は随時 HP にてお知らせしておりますので、是非ご確認下さい。 
（⇒https://www.webi.co.jp/user/2017hakone.html） 
 
【開催概要】 
◆ 日時 
２０１７年１１月１０日（金） 
第一部 12：50～17：50 
      先進ユーザー様による事例発表 
 
第二部 18：30～20：30 
      ユーザー相互情報交換、交流会 
◆ 会場 
湯本富士屋ホテル 
 
◆ 内容 
ユーザー企業様による 
WEBI 製品・サービスの先進的事例の発表会／ 
意見交換会 など 
 
 
 
当日は、ユーザー企業様よりウェッブアイ製品・サービスの先進的事例をご紹介いただきます。 
参加企業様（一例） 
株式会社 IHI 検査計測 様 
東京電力ホールディングス株式会社 様 
このほか、多彩な業種におけるユーザー事例発表を予定しております。 
 
例年、活発な意見交換の場になっておりますので、皆さま奮ってご参加ください！ 
https://www.webi.co.jp/user/Entry2017.html 
（※お申し込みは上記 HP より 10 月 18 日（水）までに行ってください） 
（※定員となり次第、締め切らせていただきます。ご了承ください） 
 

緊急告知コーナー：２０１７年度ウェッブアイ箱根ユーザー会のご案内 

「Ctrl+A」で一括選択したバー全てへ
シンボル変更が適用されます。 

 

https://www.webi.co.jp/user/2017hakone.html
https://www.webi.co.jp/user/Entry2017.html

